
Ⅰ 山形県二ホンジカ管理計画進捗状況 

 

政策目標 

１ 農作物被害程度 

項目：市町村や集落アンケートの結果 

 

（１）目標 

 令和５年度 

→ 

令和 11 年度 

市町村数 １ １ 

被害程度 軽微 軽微 

 

（２）年度ごとの被害報告市町村数の目標と実績 

 

（３）年度ごとの被害程度の目標と実績 

 

２ 農作物被害メッシュ数 

項目：シカによる農林業被害メッシュ数（５km メッシュ、県内総メッシュ数 432） 

 

（１）目標 

 令和５年度 
→ 

令和 11 年度 

メッシュ数 ９ 20 以下 

 

（２）年度ごとの被害報告市町村数の目標と実績 

 

 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度 R９年度 R10 年度 R11 年度 

目 標 １ １ １ １ 1 1 １以下 

実 績 １ １      

 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度 R９年度 R10 年度 R11 年度 

目

標 

なし 34 34 34 34 34 34 34 

軽微 １ １ １ １ １ １ １ 

大きい 0 0 0 0 0 0 0 

深刻 0 0 0 0 0 0 0 

実

績 

なし 34 34      

軽微 １ １      

大きい 0 0      

深刻 0 0      

 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度 R９年度 R10 年度 R11 年度 

目 標 ９ 11 13 15 17 19 20 以下 

実 績 ９ ４      

資料４ 



 

 

※令和７年度から令和 11 年度の目標（斜体）は、目安として令和６年度から目標

年度までの数値を単純に６年分で案分した概算数値（山形県特定鳥獣保護管理検

討委員会で進捗状況を検証する際にのみ参考で使用）。端数は、令和 10 年度から

11 年度に入れ込み。 

 



計画の政策、施策の評価のため指標 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ※表は第２期山形県ニホンジカ管理計画本文より抜粋 

評価対象 指標 手法 
潜在リスク 
（ リ ス ク マ ッ
プに反映等） 

■生息動向 
①出没位置 
②性別 
③幼成獣 
④侵入状況 
⑤ＣＰＵＥ（捕獲効率） 

ＳＰＵＥ（目撃効率） 

（①〜④） 
・ボイストラップ調査 
・自動撮影カメラ 
・目撃情報収集 
 
（①〜⑤） 
・出猟カレンダー 

■農業被害状況 
・農業被害面積、金額、量 

・野生鳥獣による農作物の被
害状況調査要領に基づく
調査（出荷用農作物）（農林
水産省） 

■林業被害状況 
・林業被害面積、金額、量 

・森林被害統計資料調査要領
に基づく調査（林野庁） 

■自然植生被害 
・被害の有無 

・ラインセンサス 
・森林生態系多様性基礎調査
（林野庁） 

■生活環境被害状況 
・交通事故件数 

・新聞、ニュース等 

政策目標 
・農作物被害の程度 ・市町村等アンケート調査

（自家用農作物含む） 



2. 目撃頭数の推移（指標②③）

■生息動向

1. 目撃等※位置図（指標①）

※捕獲個体（R6は狩猟は含めない）、目撃情報、自動撮影カメラの各情報の合計
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※R6は性別未整理のため不明に算入



3. ボイストラップ調査結果（過去５ヵ年）（指標④）

令和３年度 令和４年度

令和５年度 令和６年度

令和２年度

4. 自動撮影カメラ調査（指標④）
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5. 捕獲頭数※の推移（指標④）

※R6は性別未整理のため性別不明に算入

① 地域ごと

② 性別ごと

R2 R3 R4 R5 R6(速報)

庄内 2 6 9 1 11

置賜 20 53 52 5 77

最上 2 3 3 9 10

村山 3 2 8 5 14
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６. SPUE・CPUEの推移※（銃猟のみ） （指標⑤）

７. メッシュごとのSPUE（指標⑤）

令和５年度 令和６年度

※出猟カレンダーはR5からとりまとめ開始。なお、捕獲があっても銃猟出猟者数の記録がないものな
ど不備も多数あるため参考値。

R5 R6
目撃数 0 5
出猟者数 5 15
捕獲数 10 80
SPUE 0.000 0.333
CPUE 2.000 5.333

凡例
SPUE（目撃数/出猟者数）

0-0.001
0.001-0.005
0.005-0.01
0.01-



令和７年２月３日 

み ど り 自 然 課 

 

ニホンジカ目撃情報の収集方法等変更について 

 

１ 現在 

・「ニホンジカ目撃情報記録票」により紙で収集 

・提出依頼はみどり自然課→各総合支庁環境課→市町村 

 

２ 課題 

・報告までに時間がかかる。 

・紙に書くという手間で敬遠される。 

・みどり自然課に提出までに人手がかかる。 

・紙による集計の手間もかかる。 

・集落以外などの収集区域が網羅されていない。 

 

３ 変更点 

（１）報告方法 

「シカ情報マップ」https://shikadoko.animalenq.jp/による報告（別紙１） 

（２）報告依頼範囲の拡大 

・みどり自然課→各総合支庁環境課→山形県自然公園管理員(約 20 人)、山形県自

然環境保全地域管理員(約６人) 

・みどり自然課→各総合支庁環境課→山形県鳥獣保護管理員(約 52 人)、 

・みどり自然課→各総合支庁環境課→市町村→実施隊 

 

４ 実施にあたって 

・今年度は試行とし、従来の紙の様式での報告も可能 

・紙で報告した件、捕獲の場合は、インターネットでの報告は不要 

・来年度の実施方法は今年度の状況をみて検討 

・「やまがた山」の HP にも（ニホンジカに関する情報のページも修正）掲載し、広く

登山者にも周知 

 

５ その他 

・オフラインでも操作可能（別紙２） 

・メッシュ番号の情報がなくとも GIS 上でこれまでのマップ化が可能 

・クマ目撃情報の収集「目撃・出没情報等収集システム」は、LGWAN のみ対応なので

一般からの情報は直接収集できない。 

・「シカ情報マップ」は、 (国研)森林総合研究所、愛知県森林・林業技術センター、

(株)マップクエストで共同開発した。誰でも情報登録可能。登録されたデータの確

認にはパスワードが必要 

別添１ 資料 4−４ 

https://shikadoko.animalenq.jp/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご自由にご覧ください。 

「シカ情報マップ」の具体的な内容 

別紙１ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いる地点が表示される。 

幼獣はこちらで登録 


